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「移動平均線の上にある銘柄を調べる」
JP法研究会 富士栄

移動平均線の上、または下に位置する銘柄を調べるには、「ＪＰ法株価分析システム」
の「ＷＯＲＫ分析メニュー」を使います。

ＷＯＲＫ分析では「ＷＯＲＫシート」に基づいたサインの有無、検索、検証、合格数検
索が出来ます。

ＷＯＲＫシートには、一般的なテクニカル指標が登録されており、例えば、ＲＳＩ（相
対力指数）が３０以下の銘柄をスクリーニングする、という事が出来ます。

シートの設定方法などは、ホームページにアップしている解説書や勉強会の資料をご覧
下さい。

解説書
http://www.neuralnet.co.jp/user/manual/index.html

勉強会の資料
http://www.neuralnet.co.jp/user/benkyou.html

※ちなみにＪＰ分析メニューで使われているＪＰシートの内容は、ＪＰ法オリジナルの
分析手法が多く登録されています。
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■２５日移動平均線の上にある銘柄を調べる

ＷＯＲＫシートに登録されているテクニカル指標中、「カイリ度」を使います。

カイリ度とは、移動平均線からの離れ具合のことです。

０であれば、移動平均線ピタリ、０より上であれば移動平均線より上、０より下であれ
ば移動平均線より下ということです。

※ＷＯＲＫシート中、移動平均線①、②という項目がありますが、こちらは使いません。

シートの設定方法は下記のようになります。

カイリ度項目 チェックに「１」 周期短に「２５」 以上短に「０」です。

ここに入っている数値は、必ず表示されます。無視してください。

※細かい事をいうと「０」以上では移動平均線ピタリも入ってしまいますが、今回はそ
こまでは考慮しません。

ちなみに、２５日移動平均線より下という設定は下記となります。以下短に「０」
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と、このようにＷＯＲＫシートを作ったら、準備は完了です。

ＷＯＲＫシートを作ったわけですから「検索」を使うと、どの銘柄が２５日移動平均線
の上にあるのか？が分かります。

■検索で銘柄を調べる

今回は７５番シートに条件を作成しましたから、設定は下記のようになります。

※「指数計算」ボタンの左にある日付はそのまま、さわらないでください。

その他の設定方法は、ＪＰ分析検索と同じです。

検索対象区分から、銘柄群を選択するとか、「検索種別・日付」からは、
「日足検索」を選ぶとかです。

検索が終わったら、検索結果を見ます。
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■検索結果で銘柄を知る

「日足検索結果」を選択し、「読込」をクリックします。合格銘柄が表示されます。

合格銘柄のチャートをみたい場合は、「チャート」をクリックします。

次に、何月何日、何銘柄が２５日移動平均線の上にあったのか？を調べるには合格数検
索を使います。
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■合格数検索で銘柄数を調べる

シートは７５番を使います。

「実行」をクリックすると処理が開始されます。ここでは、全期間についての銘柄数を
調べています。

何月何日に、どの銘柄が合格したのかということは分かりません。

銘柄数はカウントしていますが、銘柄名は調べていません。

もし、何月何日にどの銘柄が合格したのかを一気に調べたい場合は、「検証」を用いま
す。

そしてその過程で作成されたＣＳＶファイルをエクセルなどの表計算ソフトから読み込
ませることにより判明します。

こちらにファイル名が載っています。
http://www.neuralnet.co.jp/user/manual/2/page007.htm

合格数の結果、つまりグラフはチャートからみます。
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■チャートから合格数グラフを表示させる

日経平均日足チャートを表示させておき、

「機能」－「ＷＯＲＫ合格数」－「合格数表示」をクリックし、

「７５」と入力、「ＯＫ」をクリックします。

※ここまでの手順で７５番シートに合格した銘柄を表示させる。という意味合いを持ち
ます。
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チャートの下にこのように合格数グラフが表示されました。

このグラフが２５日移動平均線の上にある銘柄数のグラフです。

※グラフが途中からなのは、初期データとして最初から５２日間は、算出しないことに
なっているからです。
エラーではありません。

次に１つの銘柄に注目し、チャート上で２５日移動平均線の上にあるポイントはどこ
なのか？を調べたい場合、チャートのチェック機能を使います。

■チャートのチェック機能を使う

このチェック機能を使うと、ＷＯＲＫシートに合格したポイントに縦線が引かれます。

本来、シートは売買サインを作成するために作ることが多いので、単純に売買ポイン
トの日にサインが点灯するという意味合いです。

「条件」－「ＷＯＲＫチェック」をクリックし、
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調べる最初のシート番号である「７５」と入力し、ＯＫをクリックします。

再び、同じような画面が表示されますが、今度は調べる最後のシート番号を入力します。

今回は７５番シート１つなので、「７５」と入力し「ＯＫ」をクリックです。

※例えば、調べたいシート番号が連番であるとき、「７０」 から「７９」といった入力
が可能です。

下記のように表示されました。 ※例では６５０１日立の日足チャート

縦線が引かれている箇所が２５日移動平均線の上にある日です。
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■応用編

「７５日移動平均線から＋２０％以上離れている」場合

この条件のシート設定は下記の通りです。

カイリ度項目 チェックに「１」 周期短に「７５」

※ここに注目 以上短に「２０」です。

以上、以下の項目は離れ具合、％を直接入力します。

今回は＋２０％以上なので、以上短の項目に「２０」となります。

※「－２０％以上離れてる」という設定は、通常、下方カイリですから、
以下短の項目に「－２０です。」
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７５日移動平均線から２０％以上離れているポイント

７５日移動平均線は、「機能」－「指標」－「４３．移動平均線」を、
７５日カイリは、「１５．カイリ度」を使って表示させます。

いかがでしたか？このようにＷＯＲＫシートを使えば、様々な事が可能となります。

今回は、移動平均線が１本だけでしたが、５日と２５日と７５日の移動平均線と株価の
位置関係、また３本の移動平均線同士の位置関係も調べる事が出来ます。

４本以上の同時は無理です。３本までです。

その他にも、ＲＳＩ（相対力指数）が３０以下で、ＲＣＩ（順位相関係数）が－８０以
下の銘柄をスクリーニングしたい、といった事も可能です。

※ＷＯＲＫシートに登録されているＲＣＩとは加速度指数の事です。世間一般では、
ＲＣＩといえば、順位相関係数の事ですが、本ソフトではこのような表記を採用して
おります。

間違えやすい項目なのでご注意下さい。

７５日移動平均線

７５日カイリ度


